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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月31日(2008.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　少なくとも基地局（１１；２１）と複数の端末局（１２）とを備え、
前記端末局の無線デジタルチャネルの適用に関する要件が異なる、ポイントツーマルチポ
イント無線通信システムにおいてチャネル容量を増加させる方法であって、
　前記適用要件に従って端末局（１２；２６；２８）の無線リソース消費ファクタを決定
するステップと、
　端末局（１２；２６；２８）に伝送されるチャネルを符号化するための順方向誤り訂正
符号を選択するステップであって、前記端末局（１２；２６；２８）の前記無線リソース
消費ファクタを最適化するように前記符号が選択されるステップと、
　前記チャネルを符号化するのに、前記順方向誤り訂正符号を使用するステップと、
　異なる順方向誤り訂正符号化を有する同時チャネルを伝送のために多重化するステップ
とを含むことを特徴とする方法。
　　【請求項２】　前記無線リソース消費ファクタが、サービス品質および接続における
リンクバジェットに応じて決まる請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】　前記順方向誤り訂正符号の選択が、基地局との前記端末の瞬間的リン
クバジェットに従って、事前定義された１組の構成のなかから動的に行われる請求項１に
記載の方法。
　　【請求項４】　多重化が、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）技法を使用して行われ
る請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
　　【請求項５】　多重化が、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）技法および時分割多重
アクセス（ＴＤＭＡ）技法を同時に使用して行われる請求項１から３のいずれか一項に記
載の方法。
　　【請求項６】　少なくとも基地局（１１；２１）と複数の端末局（１２；２６；２８
）とを備え、前記端末局の無線デジタルチャネルの適用に関する要件が異なるポイントツ
ーマルチポイント無線通信システムにおいてチャネル容量を増加させるシステムであって
、
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　前記適用の要件に従って端末局（１２；２６；２８）の無線リソース消費ファクタを決
定する手段と、
　端末局（１２；２６；２８）に伝送されるチャネルを順方向誤り訂正符号によって符号
化する符号化手段（１１；２１）であって、前記端末局（１２；２６；２８）の前記無線
リソース消費ファクタを最適化するように前記符号が選択される手段と、
　異なる順方向誤り訂正符号化を有する同時チャネルを伝送のために多重化する手段（１
１；２１）とを含むことを特徴とするシステム。
　　【請求項７】　各端末局が、前記端末局（１２；２６；２８）の無線リソース消費フ
ァクタを最適化するように選択された順方向誤り訂正符号化を復号化するのに適した復号
器を備える請求項６に記載のシステム。
　　【請求項８】　復号器には、必要なすべての構成に合せてパラメータが設定できる請
求項７に記載のシステム。
　　【請求項９】　チャネルを符号化する前記手段が、基地局に含まれる請求項６または
７に記載のシステム。
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